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日本原水協も参加する原爆症認定集団訴訟全国

支援ネットワークは 12月４日、日本被団協、全国
弁護団連絡会議と協力して「厚生労働省を囲む折

り鶴行動」、「集団訴訟に勝利し核のない世界を求

める夕べ」をひらきました。 
正午の原爆症認定行政の抜本的改革を求める

「厚生労働省を囲む折り鶴行動」には、全国から

続々と参加者が集まり、原告や弁護士、支援者の

代表がマイクを握りました。 
行動の最後には「核兵器なくそう・世界青年の

つどい」準備委員会が呼びかけた「25万羽おりづるプロジェクト」に応えて寄

せられた折り鶴を掲げて厚労省を取り囲みました。 
午後から衆議院第

１議員会館で開かれ

た「検討会に物申す

院内集会」には、会

場の定員を大幅に超

える 300人が参加、
600 人が参加した九
段集会は、20万羽を

超える折り鶴で装飾された舞台に、約 30 万人分の「原爆症認定
行政の抜本改善を求める緊急署名」が積み上げられました。 
署名は、年明けに予定されている長崎地裁判決に向け、すべて

の被爆者の救済を要求して今後も引き続き取り組みます。 
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 大阪原水協は 12月５日、２万筆の緊急署名目標を超過達成しま
した。玉垣斉事務局長は、「いずみ市民生協が職員中心に呼びかけ

て大阪の全署名数の半分１万２千５３０筆を届けてくれた」と話

します。また、寝屋川原爆被害者の会は 2869筆を集めて 12・４
行動に山川副会長を送りました。厚労省前でもマイクを握った近

畿集団訴訟原告の木村民子さんは個人で 500筆、田中洋子副理事
長は個人で１千筆を集めています。 
「６・９」行動、援護連帯 2000 万円募金などと合わせ、引き
続き取り組みを強めましょう。 
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